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乾燥桑粉末の簡易製造法については,桑葉を二期適精ま

たは先端伐採桑で採取し,そのまま牧草高温乾燥成形機う

(ヘイキューパー)で処理し,桑乾燥成形物として長期保

存し使用時に微粉砕して調整することによって安い価額で

大量生産する技術を見出している?

この桑乾燥成形物の利用技術の一環として桑粉末を主と

した強化飼料を作り,壮蚕飼育で給桑量を節減して強化飼

料による代替の可能性について検討した結果,良好な成績

を示したところから新養蚕方式を展開する端緒を見出した

と報告し鋼
》

それで実用的なカイコの強化飼料の組成改良について検

討を始めたので,こ こでは桑粉末及び大豆蛋自の組成内容

を異にして添食飼育した成績について報告する。

第 実  験

1 試験方法
(n 試験時期 1977年 晩秋蚕期

(21 供試蚕品種 日137号 X支 137号
(0 供試頭数 5齢起蚕,各区400頭
●)試験要因
A 桑乾燥成形物 3水準 (■1密植桑剣持 1年 目貯蔵,A2
普通桑改良鼠返 1年目貯蔵,A3普通桑改良鼠返 2年 目貯

蔵 )

B 蛋白質 2水準(Bl大豆粉末100¢.B2大豆粉末30¢ :
オカラ粉末70¢混合 )

C 給桑法 2水準 (01条桑,。 2切断条桑 )
上記の 3要因を組合せた12試験区を2方分割法に基づい

て設定した。

D 強化飼料組成と添食方法
1～ 4齢は普通に飼育した 5齢起蚕時に頭数調査して各

区400頭 とした。 5齢飼育は条桑又は切断条桑育 とし,標

準給桑量の50%の桑を給与し,残 りの50%は 表 1に示 し

た強化飼料で代替した。添食方法 lま減量した桑葉の正葉乾

物量 (25%に 換算 )相当の粉体を絵桑直後に粉体重量の

3倍量の水を桑葉に噴霧した後ふるいで均―に落として桑

によくまぶした。なお添食は5齢飾食時から上族までの期

間であり, 1日 2回給桑である。

2 試験結果及び考察
強化飼料組成を異にして給桑量の半減分を添食により代
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替しながら飼育した。その成績を表 2に示し,主な計量的

形質についての分散分析表を表 3に示した。

表 1 強化飼料組成 (¢ )

表 2 飼料組成を異にした場合の
飼育・収繭・繭質成績

   (1977・ 晩秋 )

飼育・収繭・繭質成績のうち5齢経過時間蚕体重,減蚕

数,収繭量, 1立粒数,繭重,繭層重について分散分析を

行つた結果,変動因のうち5%水準で有意差が認められた
のは蛋白質 2水準の蚕体重,収繭量のみであり,いずれも

Bl>B2の 関係がみられた。10%水準で有意差が認められ

たのは,桑成形物 3水準間では蚕体重(Al>A2>A3),1
立粒数 (A2>A3>Al)で あり,蛋白質2水準間では減蚕
数 (B2>Bl),1立粒数 (B2>Bl),繭層重(Bl>B2)
であった。給桑法別では繭層重のみに 10%水 準で有意差

飼
料
組
成

桑 粉 末
大
豆
粉
末

オ粉

カ

ラ末

ア ビ

3ン
ル酸

ピ

ン

酸

ソ

　

　

　

ル

タ

エ

ン

酸

計

Al Bl

A2Bl

A331

Al B2

●232

A3D2

70
密植 (剣持 528)

70
普通 (31鼠 528)

70
普通 (改鼠518)

70
密植 (剣持528)

70
普通 (改鼠528)

70
普通 (改鼠518)

264

264

264

7,

79

79

185

185

185

09

0,

09

09

09

09

03

03

03

03

03

03

24

24

24

24

24

24

100

100

100

100

100

100

注.桑紛末の ( )内数字は成形処理した年・月を示す。
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がみられ01>02の 関係であった。なお繭重については各
要因間で有意差が認められなかつた。

表 3 分散分析表

以上の試験結果からみて,強化飼料中70¢ を占める桑粉
末の原料に古条さし木密植桑園 (剣持 )の先端伐採桑を成

形圧縮処理したものを用いても普通桑を同様処理したもの

に比べ差がないかむしろ優った。このことは桑粉末の原料

価額の低減に効果が高いと考えられる。次に大豆蛋白は強

化飼料組成の26%を 占め,価額に占める割合は20¢程度で

あるところから,オカラ粉末で代替できないかと考えた。
試験では大豆粉未の70%を ォカラ粉末に代替してカイコに

添食したところ,蚕体重軽く,収繭量少なく,減蚕数も多
い傾向が認められた。壮蚕人工飼料育では大豆蛋自の代替

としてオカラは有効であるとの報告うもあるので,今後募
カラの粉末処理過程などについて更に検討を要すると考え

る。

第 2実 験

1 試験方法

(1)試験時畑  1978年 春蚕期

(21 供試蚕品種 日136号×支 101号
(31 供試頭数 各区蟻量2,(4,500頭 )
14)試験区

強 化 飼 料 組 成

無 添 食

異窪駈腐案努:″貯蔵キューク70%
アスコルビン酸09%
ソルビン酸 03¢

嚢豊査菓滉ζ″`菫キ・・
~ヴ70%

ζ分]じ醸
`″

9%

桑紛末普通2年貯蔵キューヴ70%
大豆粉末30%

15)強化飼料の添食及び飼育法

飼育方法は移動蚕座 (1段 )利用の 1日 2回給桑条桑育

であり,強化飼料は 5齢期に添食した。添食方法は第 1実

験に準じた。なお上涙は条払い自然上族法である。

2 試験結果及び考察
強化飼料添食による飼育・収商・繭質成績を表 4に示し

た。 5齢経過時間をみると1区 (対照 )に比べ強化飼料添

食の 2・ 3区 では12時間,4区では18時間延長した。 強
化飼料添食量を水分添加を含めて桑量に換算見積ると18%

となり,給桑量と強化飼料の合計量では対照の95¢ とやや

少なかつた。減蚕歩合では 4区がやや多い傾向を示 し,普
通繭歩合でも強化飼料添食区が若千劣る傾向がみられた。

繭重は対照に比ぺ 2区では差がなく, 4区が軽かった。対

掃立 1万頭当り普通繭収量は 1・ 2区では差がないが, 3

・ 4区ではやや少なかつた。

表 4 強化飼料組成を異にした場合の飼育・繭質
(1978・ 春蚕)

第 2実験の結果からみても,強化飼料添食による条桑育
の場合,密植桑キ‐―ヴを供試した飼料では普通桑キュー

ク添加飼料に比べて飼育成績が良好であり収蔵量も多く,

普通桑標準量区 (対照)に比べ遜色のない成績がえられた。

飼料組成中からピ′ミン0及び防腐剤であるツルピン酸を

添加しなかった強化飼料。では飼育成績が明らかに劣った」

従つてこれら成分の添加割合の限界量について今後検討す

る必要がある。なお,桑成形物の成分の分析等も現在行つ

ている。
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注. 拿010,‐ 005水準で有意差のあることを示す。
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